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□コンセプト
　弘前市は歴史的建造物が数多く残っている
観光都市として知られている。街の中心が観
光に力を注ぎ込み、成長した結果、一般市民
への日常的な公共サービスがうまく機能され
ず、郊外に流れ中枢都市が空洞化する問題と
なっている。市の中心的建物である市役所は
公共の要。その公共の要に市民の日常的な活
動を市役所に取り組み、市民同士、そして市
民と行政の交流を図る市役所を設計した。

□デザイン
　市役所というのは多くは箱形で空間をまと
め、目的以外はあまり訪れない。街路に連続
して、市民が自由に使えるパブリックな空間
がある市役所はできないのか？
　そんな疑問をこの建築に表現した。市民同
士が活動できるラウンジ。議会室の傍聴、市
民と議員との交流。そして、前川國男氏が設
計した水平方向に伸びる庇の連続の融合。恊
働空間の充実された市役所がこの弘前市の中
心であるという事を見直す計画である。

　江戸時代から続く歴史ある弘前公園に隣接して建てられた弘前市役所。当時の市長、藤森市長の特命で、前川國男に
設計依頼をしてつくられた市庁舎である。弘前公園の正門、「追手門」のすぐそばに建設するということで、公園と市
庁舎という市の中核を確立する目的であった。本丸と市街をつなぐ、「追手門」。行政と弘前市民をつなぐ「弘前市
役所」。この2つの関連からコンセプト繋がりが理解できる。

　「追手門に負けない市庁舎を…」この一言で始まった弘前市役所の計画は1958年に完成した。東京タワーや香川県
市庁舎と同時期に完成したこの市庁舎は当時の弘前市の革新的建築として注目を集めた。弘前城本丸や、旧八師団長
舎、旧弘前市立図書館、青森銀行記念館といった、歴史的建造物が数多く存在する市の中心にモダニズム建築が新た
に誕生した。

市民と行政、そして観光客の活動が溢れ出て、街の中枢をもう一度、

見直す目的で市役所を再構築する計画をした。

　

□プログラム
　巨大な庇とピロティで内部と外部の空間を
繋げた。そして様々な方向から伸びるスキッ
プフロア型の床で構成された新築部と今ある
市役所を連結することにより、恊働活動が溢
れる空間提案を考えた。
　市役所の見えない壁として扱われる窓口の
構成を見直し、上部に執務関係を納め、下部
には窓口カウンターと待ち合い室を設けた。
一つの空間を市民と行政と分けず、なおかつ
オフィス空間として効率を高めた。
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2, エントランス
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1F PLAN

１、正面エントランス
　市役所の街路に沿っていくと正面エントランスに
流れるように入れる。エントランスからは各フロアの恊
働空間が溢れる様子が体感できる。また、市役所、旧第
八師団長舎、津軽の富士と言われる岩木山がエントラン
スから風景の連続がレイヤー状に続くようになってい
る。

２、丘のギャラリー
　市民の日常的な活動記録や地域の情報をいち早く知
る事が出来る場となっている。緩い階段となっているの
でゆっくり鑑賞もでき、話し合える場となっている。
　
3、情報アーカイブ
　地域の情報元。本や冊子といった他に電子庫と
して使われる。情報が発信されるとここでいち早
く情報を入手できる。
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